
算数科学習指導案(略 案)
平 成23年2月4日(金)2校 時

小学部算数Aグ ループ 男子1人 女子3人 計4人

場 所 小 学 部3組 教 室

指導者 柳元 香菜美(CT) 川添 直人(ST)

1題 材 「か ず し らべ を しよ う(一 対 一対 応)」

2本 時の実際(10/18)

(1)全 体 目標

○ 複数の盆に,物 を一つずつ置 くことができる。

○ 一対一対応で物 を置 き,盆 と物の数の同異 に気付 くこ とができる。

(2)個 人 目標

児 童
G児

(3年,男)

Ｉ児

(6年,女)

H児

(3年,女)

R児

(4年,女)

個 人 目 標
○ 枠 を手掛か りに,物 を一つずつ盆に置 くこ とができ る。
○ 教師 と一緒に,盆 と物の数 を同 じに した り,同 じ数であるこ とを写真カー

ドで表現 した りす ることができる。

○ 枠 を手掛か りに,物 を一つずつ盆に置 くことができ る。

○ 過不足 に応 じて物 を操作 し,盆 と物 の数 を同 じに した り,同 じ数であるこ

とを教師 と一緒に写真 カー ドで表現 した りす るこ とができる。

○ 一人 で,複 数の盆に物 を一つずつ置 くことができる。

○ 盆 と物 の数の同異を言語や写真カー ドで表現す ることができる。

○ 物 を複数の盆に,左 か ら順 に一つずつ置 くこ とができる。

○ 盆 と物の数 の同異を言語や写真 カー ドで表現 し,違 う場合 には同 じ数 にす

る ことがで きる。

(3)指 導及 び支援に当た って

学習活動の概要と授業環境の工夫
児 童はこれ までに,給 食 の配膳場 面の設定 で,盆 と物 とを一対一対応 させ る活動 を通 して,教

師 の支援 を受 けなが ら盆 と物の数が同数 である場合 は,「 同 じ」 と言語や写真 カー ドで表現 した

り,盆 と物に余 りや 不足 があった場合 には,「 違 う」 と言葉や写真 カー ドで表現 した り,同 じ数

に した りす るこ とがで きるよ うになってきた。そ こで本時は,「 同 じ」 と 「違 う(余 り ・不足)」

を一単位時 間で取 り扱 い,様 々な状況 に応 じて物 を操作 し,盆 と物 とを同 じ数 にすることがで き

るよ うに したい。

そのために,集 団的な学習 と個別的 な学習 を設 定す る。集団的な学習では,自 分たちで道具の

準備 をす ることで,こ れか らす ることに見通 しや期待感 をもった り,振 り返 りの時間を設定 した

りす るこ とで,で きた ことを互いに確認 した り,学 習活動への成就感 を もった りすることができ

るよ うにす る。 個別 的な学習では,グ ループ編成を工夫 し,児 童の実態に応 じた手順や方法 で学

習活動を進 めることで,個 人 目標に迫 ることができ るよ うにす る。

教材 ・教具 とのかかわ りについて

本 時 は,「 す う じの うた 」 と 「給 食 を配 る」 の構 成 で あ る。 「す う じの うた 」 で は,枠 の あ る

ボ ー ドに,一 つ ず つ 順 に カー ドを置 い て い くよ うに す る。 こ の活 動 を踏 ま え る こ とで,「 給 食 を

配 る」 で も盆 に 一 つ ず つ,順 に物 を置 く こ とが で き る と考 え る。 また,「 給 食 を配 る」 で は,実

際 の 給食 で も使 っ て い る盆等 の 道 具 を用 い る こ とで,実 際 場 面 を想 起 しな が ら一対 一対応 す るこ

とが で き る よ うにす る。

人(友 達や教師)と のかかわ りについて

個別的 な学習 では,友 達 の姿 をモデルに した り,教 師や友達か ら即時的な称賛を受 けた りす る
こ とがで きるよ う,二 人組 に分 かれ て学習 を行 う。(以 下,ペ ア学習 とす る。)そ の際 は,課 題

の似 たG児 と Ｉ児,H児 とR児 の二人組に分 かれ,友 達 の操作の補助 をす ることで,活 動に集 中

して取 り組 んだ り,同 じ方法 を使 って課題 に取 り組 むこ とで,お 互いの姿をモデルに した りす る
ことがで きるよ うにす る。

自分 とのかかわ りについて
「かかわ る」 の過程 では,ケ ースの仕切 を工夫 し,入 れ る物 を一つだけ入れることがで きるよ

うに した り,盆 には,枠 付 きのシー トを乗せ ることで,枠 にはめ込んで正 しく対応 させてい るこ

とを確認 した り,過 不 足に気付 いた りす るこ とができるよ うに した りし,操 作が正 しくできてい

るのか,児 童 自身が確認 でき るよ うにす る。 また,「 見つ め る」の過程 では,で きたことを全員

の前で確認 し,称 賛 され ることで 「できた ・わかった」 を味わ うこ とができるよ うにす る。
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(4)実 際

過 程

向

か

う

(5分)

か
か
わ
る
(30分)

見

つ
め

る

(10分)

主な学習活動
1始 ま りの あ い さつ をす る。

2本 時の学習 について知 る。

き ゅ う しょ くを くば ろ う

3「 す う じの うた 」 に合 わ

せ て,カ ー ドを並べ る。

4給 食 を配 る。

(1)物 を ケ ー ス へ入 れ て

配 る準 備 をす る。

(2)教 師 の手本 を見 る。

(3)ペ アに分かれて給食 を

配 る。

① 配 るケースを選ぶ。

② 盆の上に置 く。

(G児 と Ｉ児)

③ 盆 と物の数 を同 じに
す る。

④ 同 じ数であることを
写真カー ドで表現す る

(H児 とR児)

③ 盆 と物の数の 同異を

音声言語や写真カー ド
で表現する。

④ 盆 と物の数 を同 じに

す る。

5振 り返 りをす る。

6終 わ りの あい さつ をす る。

指導及び支援の手だて
・ 教師や友達 と一緒にあい さつをす

ることで,学 習の始ま りを意識す る

ことができるようにす る。
・ 「す うじの うた」を歌 った り,道

具を提示 した りして,学 習活動 に見

通 しをもつ ことができるよ うにす る
・ 児 童 が 一 人前 に出 て ,パ ネル シ ア

タ ー の操 作 を行 う。 ほか の児 童 は,

机 上 のボ ー ドで操作 を行 うよ うにす

る。
・ 操 作 が 終 わ った ら,パ ネル シア

ター を使 っ て,答 え合 わせ をす る。

・ ケースに物 の写真 をは り,ど の物
を入れ るのか分か りやす くす るとと

もに,仕 切 を付け,枠 の中に物 を一
つずつ入れ ることができる ようにす

る。いろいろな数のケースを準備 し,
ペア学習 で使 うようにす る。
・ 物の数 が違 う場合には,箱 へ物 を

戻 した り,箱 か ら物 を取 り出 した り
して同 じ数 にす ることで,こ れか ら

の学習活動 に見通 しをもった り,前

時 までの活動 を思い出 した りす るこ

とができるよ うにす る。
・G児 と Ｉ児(CT) ,H児 とR児(ST)
の2グ ループに分かれ る。
・ どち らのペ ア とも

,盆 に枠のかか
れたシー トを使い,置 く場所が分か

るよ うに した り,過 不足 に気付 いた

りす る ことができるようにす る
・G児 と Ｉ児ペアの活動では,過 不
足 があ る場合 は教師が 「違 うね。」

と言葉 を添え るよ うにす る。
・H児 とR児 のペアの活動で,過 不
足に気付かない場合には,友 達が同

じ操作 を した り,教 師が 「違 うね。」

と言葉 を掛けた りして,違 いに気付

くことがで きるよ うにす る。
・ 時間内はペ アで交互に操作を し,

繰 り返 し学習活動に取 り組む ことが

できるよ うにす る。
・ ペ ア学習で取 り組 んだこ とを前で

実際に操作 して,発 表 をす る。
・ 教師や友達 と一緒にあい さつをす

ることで,学 習の終わ りを意識す る
ことがで きるようにす る。

(5)評 価

○ 複数の盆に,物 を一つずつ置 くことができたか。

○ 一対一対応 で物 を置き,盆 と物 の数の 同異 に気付 くことができたか。
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資料 ・準備

・ 「お な じ」

「ちが う」

を意 味す る

写 真 カー ド
・ パ ネ ル シ

ア タ ー

・ 「す う じ

の うた 」 カ

ー ド

・ ボ ー ド

・ 仕 切 の あ

るケー ス 数

種類
・ 牛乳 や ス

プ ー ンな ど

配 る物
・ 箱

・ 盆

・ 枠 付 き の

シー ト
・ 写真 カ ー

ド(「同 じ」
「違 う」)

・ 配 る物 が

入 った 箱


